
JP 4263111 B2 2009.5.13

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　楽曲データの演奏に合わせて当該楽曲の歌詞をモニタ画面に表示するとともに、複数の
人物が記録された背景映像を前記モニタ画面に表示するように構成されたカラオケ装置に
於いて、
　前記背景映像の中から、利用者が任意の歌唱パートに対応付けて選択した人物を、ズー
ムアップ対象人物とし、
　単一の歌唱パートの歌唱時には、前記単一の歌唱パートに対応するズームアップ対象人
物の特定部を任意のズーム倍率によりズームアップ映像として表示し、
　複数の歌唱パートの歌唱時には、前記複数の歌唱パートに対応する複数のズームアップ
対象人物の特定部を任意のズーム倍率によりズームアップ映像として表示し、前記複数の
ズームアップ映像を、ズームアツプ対象人物の人数分にモニタ画面を分割し、該分割され
た画面に振り分けて表示することを特徴とする背景映像ズームアップ機能付きカラオケ装
置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は背景映像ズームアップ機能付きカラオケ装置に関するものであり、特に、背景
映像の中から利用者が所望する人物をズームアップしてモニタ画面に表示させるカラオケ
装置に関するものである。
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【背景技術】
【０００２】
　此種カラオケ装置は、利用者が所望の楽曲を選択すると、ハードディスク等の記憶装置
に格納されているカラオケ楽曲を演奏装置によって演奏するとともに、該カラオケ楽曲の
演奏に同期させて、当該楽曲の歌詞文字群をモニタ画面に順次表示する。また、歌詞文字
群だけではなく、風景や建物或いは人物等の背景映像をモニタ画面に表示する。そして、
楽曲の進行状態が視覚的にも分かるように、モニタ画面に表示された歌詞の文字を楽曲の
進行に合わせて色替えすることが一般的に行われている。
【０００３】
　ここで、前記背景映像には人物が記録されるものが多数ある。例えば、実際にテレビや
舞台で当該楽曲を歌唱しているシングルアーティストやグループアーティストの人物映像
が、当該楽曲の歌詞文字群とともに背景映像としてモニタ画面に表示される。そして、当
該楽曲のメロディや歌詞の内容、或いは、歌唱部分と間奏部分等、当該楽曲の進行に応じ
て、背景映像に於ける人物の姿や風景の状態を変化させて、当該楽曲並びに利用者の雰囲
気を高めるように演出されている。
【０００４】
　このとき、背景映像に記録される単数または複数の人物の中から、当該楽曲を歌唱する
利用者が好みの人物をズームアップしてモニタ画面に表示できれば、カラオケの娯楽性が
向上して、より一層利用者の雰囲気を高めることができる。
【０００５】
　デジタル画像のズーム処理としては種々の回路が知られており、枚挙に暇がない。例え
ば、ズーム領域の起点を操作入力等の入力信号に応じて計算する更新手段と、更新手段で
計算されたズーム領域の起点からズーム領域の境界を計算してズームか全体画像かの操作
モードに応じて、入力ピクセルの有効、無効の判定を行うとともに有効フラグと出力ピク
セルの値をラッチする出力手段を備えたデジタル画像ズーム処理回路が知られている（例
えば特許文献１参照）。
【０００６】
　また、カラオケ装置に於いては、利用者が所望の楽曲を選択してカラオケ楽曲を演奏す
る際に、当該楽曲に合った背景映像をモニタ画面に表示させるとともに、当該楽曲を歌唱
する利用者の姿を別途ビデオカメラにより撮影し、撮影された人物映像と前記背景映像と
を合成してモニタ画面に表示させ、且つ、背景映像が変わったときはその内容や表示寸法
に合わせて人物映像の大きさを自動的に表示する装置を、本願出願人から提案されている
（例えば特許文献２参照）。
【特許文献１】特開平６－７８１９９号公報
【特許文献２】特開２０００－２０９５００号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１記載の発明は、高速で高価な画像メモリを使用することなく、入力される画
像データをリアルタイムに処理して、ズーム画像を得ることができる。しかし、この回路
をカラオケ装置に利用する構成までは全く開示されていない。
【０００８】
　特許文献２記載の発明は、カラオケ演奏楽曲の背景映像にカラオケ利用者の人物映像を
最適な大きさに合成して表示できる。しかし、背景映像に記録される人物をズームする点
については記載がない。
　そこで、カラオケ装置のモニタ画面に表示された背景映像の中から、当該楽曲を歌唱す
る利用者が好みの人物をズームアップしてモニタ画面に表示するために解決すべき技術的
課題が生じてくるのであり、本発明はこの課題を解決することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
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　本発明は上記目的を達成するために提案されたものであり、請求項１記載の発明は、楽
曲データの演奏に合わせて当該楽曲の歌詞をモニタ画面に表示するとともに、複数の人物
が記録された背景映像を前記モニタ画面に表示するように構成されたカラオケ装置に於い
て、
　前記背景映像の中から、利用者が任意の歌唱パートに対応付けて選択した人物を、ズー
ムアップ対象人物とし、
　単一の歌唱パートの歌唱時には、前記単一の歌唱パートに対応するズームアップ対象人
物の特定部を任意のズーム倍率によりズームアップ映像として表示し、
　複数の歌唱パートの歌唱時には、前記複数の歌唱パートに対応する複数のズームアップ
対象人物の特定部を任意のズーム倍率によりズームアップ映像として表示し、前記複数の
ズームアップ映像を、ズームアツプ対象人物の人数分にモニタ画面を分割し、該分割され
た画面に振り分けて表示することを特徴とする背景映像ズームアップ機能付きカラオケ装
置を提供する。
【００１０】
　この構成によれば、人物が記録された背景映像の中から、カラオケの利用者が所望する
人物を選択すれば、選択された人物の特定部が任意のズーム倍率で、複数のズームアップ
対象人物の人数分に分割された画面に振り分けて表示する背景映像ズームアップ機能付き
カラオケ装置を提供する。 
【発明の効果】
【００１９】
　請求項１記載の発明は、カラオケの利用者が所望する人物映像が任意のズーム倍率でズ
ームアップされるので、カラオケの娯楽性が向上して、より一層利用者の雰囲気を高める
ことができる。換言すると、この発明においては、カラオケ利用者が任意に選択した歌唱
パートに対応付けられている人物映像がズームアップされるところ、例えばデュエット楽
曲のような複数の利用者が同時に歌唱する場合では、各々の利用者が歌唱すべき歌唱パー
トを分かりやすくすることができるので、利用者特有の歌唱雰囲気をより一層向上させる
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明のカラオケ演奏装置について、好適な実施例をあげて詳述する。カラオケ
装置のモニタ画面に表示された背景映像の中から、当該楽曲を歌唱する利用者が好みの人
物をズームアップしてモニタ画面に表示するという目的を、上記背景映像のデータに、予
めフレーム毎にズームアップ対象人物のズームアップ映像の記録中心位置座標とズーム倍
率とを記録しておくことにより実現した。
【実施例１】
【００２５】
　図１は本発明のカラオケ装置１０の構成を示すブロック図であり、該カラオケ装置１０
は通信ネットワーク３０を介してカラオケホスト装置４０に接続されている。カラオケ装
置１０は、内部にＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ等を含む中央制御部１１を有し、該中央制御部
１１はモデム１２を介して前記通信ネットワーク３０と接続することにより、前記カラオ
ケホスト装置４０から配信されるカラオケデータを受け取り、受け取ったカラオケデータ
をハードディスク装置１３に格納する。
【００２６】
　前記カラオケデータは、カラオケ楽曲の伴奏音楽を生成するための楽曲データと、後述
するモニタ２２に出力される歌詞画像を生成するための歌詞描出データとを含んでいる。
楽曲データはＭＩＤＩ規格等によって符号化された音源制御情報であり、歌詞描出データ
はコード化された歌詞文字群や歌唱時期指示等の情報を含んでいる。
【００２７】
　利用者が所望するカラオケ楽曲は、リモコン送信部１４にて特定の楽曲番号を入力する
ことによりリモコン受信部１５にて受信され、受信された選曲情報は操作制御部１６を介
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して前記中央制御部１１に送られる。或いは、カラオケ装置１０本体に設けられている操
作パネル１７にて直接楽曲番号を入力することにより、操作パネル１７から操作制御部１
６を介して前記中央制御部１１に選曲情報が送られる。
【００２８】
　中央制御部１１は操作制御部１６から選曲情報を受け取ると、該当するカラオケデータ
を前記ハードディスク装置１３から読み出す。選曲情報に該当するカラオケデータがハー
ドディスク装置１３に存在しないときは、前述したモデム１２を介して前記通信ネットワ
ーク３０と接続し、前記カラオケホスト装置４０から該当するカラオケデータをダウンロ
ードしてハードディスク装置１３に格納する。
【００２９】
　そして、中央制御部１１は該当するカラオケデータから楽曲データをシンセサイザ１８
に順次転送し、該シンセサイザ１８はこの楽曲データに従って伴奏音楽を生成する。シン
セサイザ１８によって生成された伴奏音楽は、ミキシングアンプ１９を通ってスピーカ２
０から再生される。中央制御部１１はこの伴奏音楽の生成に同期させて歌詞描出データを
処理し、歌詞文字群を順次ビデオＲＡＭ２２にビットマップ展開させる。また、利用者が
歌唱する音声はマイク２１に集音され、前記ミキシングアンプ１９で伴奏音楽とミキシン
グされてスピーカ２０から再生される。
【００３０】
　更に、中央制御部１１はＤＶＤチェンジャ２３を制御し、ＤＶＤ（図示せず）に収録さ
れている背景映像を再生する。そして、中央制御部１１は映像制御部２４を制御して前記
背景映像に前記歌詞文字群をスーパーインポーズし、背景映像と歌詞文字群を前述したモ
ニタ２５の画面に表示させる。
【００３１】
　図２に示すように、モニタ２５の画面には利用者が選択したカラオケ楽曲の伴奏音楽に
合わせて、背景映像２６と歌詞文字群２７とが表示される。背景映像２６は選択された楽
曲の雰囲気に合わせて作成されており、当該楽曲のメロディや歌詞の内容、或いは、歌唱
部分と間奏部分等、楽曲の進行状態に応じて、背景映像２６に記録される人物の姿や風景
の状態を変化させて、当該楽曲並びに利用者の雰囲気を高めるように演出されている。ま
た、実際にテレビや舞台で当該楽曲を歌唱しているシングルアーティストやグループアー
ティストの人物映像が、背景映像２６としてモニタ２５の画面に表示されることもある。
【００３２】
　一方、歌詞文字群２７は、歌唱時期が到来した歌詞文字に対して発音開始時点から発音
終了時点に向けて徐々に文字色が変化していくように色替え処理がなされる。楽曲によっ
ては、複数の利用者が異なるパートを別々に歌唱することもあり、然るときは、各パート
毎に異なる文字色で色替え処理を行い、どの利用者が歌唱開始すべきタイミングであるか
をモニタ２５の画面で明確にさせる。
【００３３】
　本発明では、背景映像２６に記録される単数または複数の人物の中から、当該楽曲を歌
唱する利用者が好みの人物をズームアップしてモニタ２５の画面に表示できるように構成
されている。例えば、当該楽曲が３人の歌唱者によって、共通のパートを一緒に歌唱する
部分と、異なるパートを別々に歌唱する部分とがあるものとする。この場合は、利用者が
自分の歌唱パートに対応する人物、或いは、単に自分の好みで所望する人物を選択し、背
景映像２６に記録される複数の人物の中から選択した人物をズームアップして画面に表示
させることができる。背景映像２６に記録される人物は予め記録中心位置座標が判ってお
り、例えば、人物Ａ、人物Ｂ、人物Ｃの夫々の記録中心位置座標をＰａ、Ｐｂ、Ｐｃとす
る。
【００３４】
　図３に示すように、モニタ２５の画面に歌唱パートの選択の入力画面が表示され、歌唱
パートＡ（人物Ａ：山田多郎）、歌唱パートＢ（人物Ｂ：桜井貴美麻呂）、歌唱パートＣ
（人物Ｃ：大久保ジロウ）のどのパートを歌唱するかを歌唱パートの選択によって指定す
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るようになっている。いま仮に三人の利用者が歌唱するとして、その内の一人が歌唱パー
トＢを選択指定（他の二人は、この機能を利用せず）すれば、後述するように、モニタ２
５の背景映像２６で、歌唱パートＢに対応した人物Ｂであるアーティストの桜井貴美麻呂
がズームアップされて表示される。勿論、利用者が所定の歌唱パートを歌唱するか否かに
拘わりなく、背景映像２６に記録される任意の人物を選択しても構わない。
【００３５】
　利用者がズームアップ対象人物として何れかの人物を選択すれば、選択されたズームア
ップ対象人物の特定部、例えば顔または体の中央部が、予め定められたズーム倍率または
利用者が指定する任意のズーム倍率でズームアップされる。前述したように、人物Ｂがズ
ームアップ対象人物に選択されると、該人物Ｂの記録中心位置座標がＰｂであると判って
いるため、前記中央制御部１１がビデオＲＡＭ２２から座標Ｐｂの映像をズームアップ処
理し、ズームアップされた映像の記録中心位置座標Ｐｂを、図４に示すように、モニタ２
５の画面略中央部の座標Ｐｐに移動する。従って、人物Ｂの特定部をズームアップした映
像がモニタ２５の画面略中央部に表示される。
【００３６】
　人物Ｂのズームアップ映像は、その歌唱すべき歌唱パートＢの発音開始から発音終了ま
でモニタ２５の画面に表示され、他の利用者が歌唱すべきパートや、全部の利用者が一緒
に歌唱すべき歌唱パート、或いは、楽曲の間奏部分では、ズームアップ処理が解除されて
、図２に示した全員の人物が記録された背景映像２６に戻る。
【００３７】
　デュエット楽曲のように、複数の利用者が同時に歌唱する場合、仮に、一人の利用者（
利用者Ａとする）がデュエット楽曲の歌唱パートＡを歌唱し、他の利用者（利用者Ｂとす
る）が歌唱パートＢを歌唱するものとすれば、前述と同様の制御手順により、利用者Ａの
みが歌唱すべき歌唱パートＡでは、人物Ａの特定部をズームアップした映像がモニタ２５
の画面略中央部に表示され、利用者Ｂのみが歌唱すべき歌唱パートＢでは、人物Ｂの特定
部をズームアップした映像がモニタ２５の画面略中央部に表示される。そして、利用者Ａ
と利用者Ｂが一緒に歌唱すべき歌唱パート、所謂デュエットパートでは、人物Ａと人物Ｂ
の双方のズームアップ映像がモニタ２５の画面に表示される。
【００３８】
　このように、ズームアップ対象人物が複数あるの場合のズームアップ処理について説明
する。人物Ａと人物Ｂのように複数の人物が同時にズームアップ対象人物であるときは、
人物Ａの記録中心位置座標Ｐａと人物Ｂの記録中心位置座標Ｐｂとが判っているため、前
記中央制御部１１がビデオＲＡＭ２２から双方のズームアップ対象人物の記録中心位置座
標ＰａとＰｂを平均化した座標（(Ｐａ＋Ｐｂ)/２）の映像をズームアップ処理し、ズー
ムアップされた映像の記録中心位置座標（(Ｐａ＋Ｐｂ)/２）を、図５に示すように、モ
ニタ２５の画面略中央部の座標Ｐｐに移動する。従って、人物Ａ及び人物Ｂの特定部を平
均化してズームアップした映像がモニタ２５の画面略中央部に表示される。尚、後述する
ように、人物Ａと人物Ｂの推奨ズーム倍率が異なる場合には、それぞれの推奨ズーム倍率
が平均化されて、人物Ａと人物Ｂが同じズーム倍率にてモニタ２５に表示されるようにし
てもよい。
【００３９】
　人物Ａ及び人物Ｂを同時にズームアップした映像は、利用者Ａと利用者Ｂが一緒に歌唱
すべき歌唱パートの発音開始から発音終了までモニタ２５の画面に表示され、何れか一方
の歌唱パートＡまたはＢのときは、例えば図４に示したように、人物Ｂ或いは人物Ａ（図
示せず）のズームアップ映像がモニタ２５の画面に表示され、楽曲の間奏部分では、ズー
ムアップ処理が解除されて、図２に示した全員の人物が記録された背景映像２６に戻る。
【００４０】
　また、ズームアップ対象人物の人数分にモニタ２５の画面を分割し、分割された画面に
前記夫々のズームアップ映像を振り分けて表示するように構成してもよい。仮に、利用者
Ｂがデュエット楽曲の歌唱パートＢを歌唱し、さらにもう一人の利用者（利用者Ｃとする
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）が歌唱パートＣを歌唱するものとすれば、前述と同様の制御手順により、利用者Ｂが歌
唱すべき歌唱パートＢでは、人物Ｂの特定部をズームアップした映像がモニタ２５の画面
略中央部に表示され、利用者Ｃのみが歌唱すべき歌唱パートＣでは、人物Ｃの特定部をズ
ームアップした映像がモニタ２５の画面略中央部に表示される。
【００４１】
　そして、利用者Ｂと利用者Ｃが一緒に歌唱すべき歌唱パートでは、人物Ｂの記録中心位
置座標Ｐｂと人物Ｃの記録中心位置座標Ｐｃとが判っているため、前記中央制御部１１が
ビデオＲＡＭ２２から座標Ｐｂの映像をズームアップ処理し、これとは別に、座標Ｐｂの
映像をズームアップ処理する。
【００４２】
　図６に示すように、人物Ｂのズームアップ映像の記録中心位置座標Ｐｂをモニタ２５の
左側分割画面の略中央部の座標ＰＬに移動し、人物Ｃのズームアップ映像の記録中心位置
座標Ｐｃをモニタ２５の右側分割画面の略中央部の座標ＰＲに移動する。従って、人物Ｂ
の特定部をズームアップした映像がモニタ２５の左側分割画面の略中央部に表示されると
ともに、人物Ｃの特定部をズームアップした映像がモニタ２５の右側分割画面の略中央部
に表示されて、人物Ｂ及び人物Ｃの双方のズームアップ映像がモニタ２５の画面に同時に
表示される。
【００４３】
　斯かる場合も、人物Ｂ及び人物Ｃを同時にズームアップした映像は、利用者Ｂと利用者
Ｃが一緒に歌唱すべき歌唱パートの発音開始から発音終了までモニタ２５の画面に表示さ
れ、何れか一方の歌唱パートＢまたはＣのときは、例えば図４に示したように、人物Ｂ或
いは人物Ｃ（図示せず）のズームアップ映像がモニタ２５の画面に表示され、楽曲の間奏
部分では、ズームアップ処理が解除されて、図２に示した全員の人物が記録された背景映
像２６に戻る。
【００４４】
　ここで、ズームアップ対象人物のズームアップの開始タイミング、記録位置、ズーム倍
率等を予めプログラミングして背景映像のデータに組み込んでおくこともできる。図７に
示すように、背景映像のデータトラックにはトラックｆにフレーム番号（或いは経過時間
）が記録され、トラックｖに各フレームの背景映像データＶ１，Ｖ２，Ｖ３……が記録さ
れている。そして、トラックａには人物Ａがズームアップ対象であるときにズームアップ
映像の記録中心位置座標（Ｘａ，Ｙａ）と推奨ズーム倍率（Ｚａ）とが記録されている。
同様に、トラックｂには人物Ｂがズームアップ対象であるときにズームアップ映像の記録
中心位置座標（Ｘｂ，Ｙｂ）と推奨ズーム倍率（Ｚｂ）とが記録され、トラックｃには人
物Ｃがズームアップ対象であるときにズームアップ映像の記録中心位置座標（Ｘｃ，Ｙｃ
）とズーム倍率（Ｚｃ）とが記録されている。
【００４５】
　例えば、利用者がズームアップ対象人物として人物Ａを選択した場合は、トラックａに
ズームアップ信号が記録されているフレームで人物Ａのズームアップ処理が行われる。同
図に示した背景映像データに於いては、フレーム[00:00:00:00]からフレーム[00:00:00:0
3]まで、即ち、元映像データＶ１乃至Ｖ４では人物Ａがズームアップされ、そのとき記録
中心位置座標、即ち、Ｘ座標が（Ｘａ１）から（Ｘａ４）で、そのＹ座標が（Ｙａ１）か
ら（Ｙａ４）が、それぞれ画面略中央部の座標Ｐｐ（或いは平均化した座標Ｐｐ）のＸ座
標・Ｙ座標に移ると共に、そのときのズーム倍率が（Ｚａ３）、即ち、元映像の３倍の大
きさに表示される。そして、フレーム[00:00:00:04]以降はズームアップが解除され、ト
ラックａに次のズームアップ信号が記録されたフレームに至るまで、人物Ａは元映像の大
きさを保持する。
【００４６】
　一方、利用者がズームアップ対象人物として人物Ｂを選択した場合は、トラックｂにズ
ームアップ信号が記録されているフレームで人物Ｂのズームアップ処理が行われる。同図
に示した背景映像データに於いては、フレーム[00:00:00:00]からフレーム[00:00:00:05]
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まで、即ち、元映像データＶ１乃至Ｖ６では人物Ｂがズームアップされ、そのとき記録中
心位置座標、即ち、Ｘ座標が（Ｘｂ１）から（Ｘｂ６）で、そのＹ座標が（Ｙｂ１）から
（Ｙｂ６）が、それぞれ画面略中央部の座標Ｐｐ（或いは平均化した座標Ｐｐ）のＸ座標
・Ｙ座標に移ると共に、そのときのズーム倍率が（Ｚｂ２）、即ち、元映像の２倍の大き
さに表示される。
【００４７】
　また、利用者がズームアップ対象人物として人物Ｃを選択した場合は、前述した人物Ａ
及び人物Ｂの場合と同様に、トラックｃにズームアップ信号が記録されているフレームで
人物Ｃのズームアップ処理が行われる。人物Ｃについては、フレーム[00:00:00:02]から
フレーム[00:00:00:03]まではズーム倍率が（Ｚｃ２）、即ち、元映像の２倍の大きさに
表示されるが、フレーム[00:00:00:04]からフレーム[00:00:00:05]まではズーム倍率が（
Ｚｃ３）、即ち、元映像の３倍の大きさに表示されることになる。
【００４８】
　このように、背景映像のデータトラックに、予めフレーム毎にズームアップ対象人物の
記録中心位置座標とズーム倍率とが記録されているので、利用者が選択したズームアップ
対象人物の映像が、予めプログラムされている順番に従って自動的にズームアップされて
モニタ２５の画面に表示され、歌唱中の利用者がその都度ズーム操作をする必要がなくな
り、操作性が著しく向上できて歌唱に専念することができる。
【００４９】
　尚、本発明は、本発明の精神を逸脱しない限り種々の改変を為すことができ、そして、
本発明が該改変されたものに及ぶことは当然である。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
　図は本発明の一実施の形態を示すものである。
【図１】カラオケ装置の構成を示すブロック図。
【図２】背景映像に複数の人物の全体が表示されたモニタ画面の正面図。
【図３】歌唱人物ズームアップの入力画面が表示されたモニタ画面の正面図。
【図４】背景映像に人物Ｂのズームアップ映像が表示されたモニタ画面の正面図。
【図５】背景映像に人物Ａと人物Ｂの平均化した座標でズームアップした映像が表示され
たモニタ画面の正面図。
【図６】背景映像に人物Ｂと人物Ｃの別々にズームアップした映像が分割された画面に表
示されたモニタ画面の正面図。
【図７】背景映像のデータトラックに記録されたズームアップデータを示す解説図。
【符号の説明】
【００５１】
　１０　カラオケ装置
　１１　中央制御部
　１３　ハードディスク装置
　２２　ビデオＲＡＭ
　２３　ＤＶＤチェンジャ
　２４　映像制御部
　２５　モニタ
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